
　
江
戸
時
代
に
現
在
の
市
域
内
を
治
め

た
、
前
橋
藩
主
の
酒さ
か
い
う
た
の
か
み
け

井
雅
楽
頭
家
と
松ま
つ

平だ
い
ら
や
ま
と
の
か
み
け

大
和
守
家
、
総
社
藩
主
の
秋あ
き
も
と
え
っ
ち
ゅ
う

元
越
中

守の
か
み
け家
、
大
胡
藩
主
の
牧ま
き
の
す
る
が
の
か
み
け

野
駿
河
守
家
の

「
前
橋
四し
こ
う公
」。

　
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
城
下
町
を
歩

い
て
発
見
で
き
る
近
世
前
橋
に
四
公
が

生
き
た
痕
跡
と
番
外
編
を
、
全
５
回
で

紹
介
し
ま
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
、
酒

井
雅
楽
頭
家
で
す
。

関
東
の
華
・
前
橋

　
１
５
０
年
に
わ
た
る
治
世
で
城
下
町

前
橋
を
築
い
た
酒
井
雅
楽
頭
家
。
幕
政

で
「
大
老
」
職
に
あ
り
、「
下
馬
将
軍
」

と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
権
勢
を
誇
っ
た
４

代
忠
清
を
は
じ
め
、
本
市
民
で
な
く
と

も
そ
の
名
を
知
ら
れ
る
名
門
譜
代
大
名

で
す
。

　
１
６
０
１
年
、
初
代
重
忠
が
厩
橋
城

（
の
ち
の
前
橋
城
）
に
入に

ゅ
う
ほ
う封。

幕
府
に

と
っ
て
北
関
東
の
押
さ
え
で
あ
り
、
徳

川
家
康
は
重
忠
を
城
主
と
す
る
に
あ
た

り
、「
汝
に
関
東
の
華
を
と
ら
す
」
と

伝
え
た
と
い
い
ま
す
。
２
代
忠
世
が
、

家
康
の
駿す
ん
ぷ府

城
へ
の
移
城
に
賀が

し詞
言ご
ん
じ
ょ
う上

し
「
雅
楽
頭
」
を
命
ぜ
ら
れ
、
以
後
酒

井
家
が
雅
楽
頭
を
任
ぜ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

●
名
君
・
酒
井
忠
挙
公

　
５
代
忠た
だ
た
か挙
は
前
橋
藩
の
体
制
整
備
に

尽
力
し
ま
す
。
藩
校
「
好
古
堂
」「
求

知
堂
」
の
創
設
に
よ
る
教
育
振
興
や
、

前
橋
風
土
記
の
編
さ
ん
に
よ
る
文
化
振

興
な
ど
文
治
政
治
を
展
開
し
、
あ
ら
ゆ

る
分
野
で
治
績
を
残
し
ま
し
た
。
歴
代

随
一
の
名
君
と
呼
ば
れ
、「
忠
挙
公
の

墓
石
の
こ
け
を
水
で
飲
む
と
病
気
が
治

る
」
と
い
わ
れ
た
ほ
ど
で
す
。
ま
た
、

市
日
を
制
定
し
、

城
下
町
を
整
備
。

こ
れ
が
「
初
市
ま

つ
り
」
の
起
源

と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

●
龍
海
院
に
眠
る
歴
代
藩
主

　

紅
雲
町
の
古こ

さ
つ刹
「
龍
海
院
」。
境
内

を
南
西
に
進
む
と
、
荘
厳
な
雰
囲
気
漂

う
空
間
が
。
初
代
か
ら
15
代
ま
で
歴
代

藩
主
の
巨
大
な
藩
主
墓
が
立
ち
並
ぶ

「
前
橋
藩
主
酒
井
氏
歴
代
墓
地
」で
す
。

１
９
６
４
年
に
市
の
指
定
史
跡
第
一
号

と
し
て
登
録
さ
れ
て
以
降
、
市
民
の
力

に
よ
り
墓
域
全
体
の
整
備
が
さ
れ
て
い

て
、
特
に
姫
路
へ
国
替
え
し
た
９
代
以

降
の
藩
主
墓
も
そ
ろ
っ
て
い
る
こ
と
は

全
国
的
に
も
珍
し
い
と
さ
れ
ま
す
。
国

替
え
に
あ
た
り
、
在ざ
い
は
ん藩
家か
ろ
う老
・
川か
わ
い合
勘か

解げ

由ゆ

左ざ

衛え
も
ん門

定さ
だ

恒つ
ね

は
「
前
橋
は

神
君
家
康
公
よ

り
与
え
ら
れ
た

藩
祖
重
忠
以
来

の
酒
井
家
由
緒

の
地
」
で
あ
る
と
反
対
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
国
替
え
は
予
定
通
り
行
わ
れ
、

姫
路
移
転
計
画
を
止
め
ら
れ
な
か
っ
た

川
合
は
、
計
画
の
首
謀
者
を
自
宅
に
招

き
殺
害
。
自
ら
も
切
腹
し
ま
し
た
。
こ

の
「
川
合
事
件
」
の
影
響
か
ら
、
酒
井

家
ゆ
か
り
の

寺
院
は
前
橋

に
残
り
、
姫

路
へ
移
っ
て

以
降
の
藩
主

も
龍
海
院
に

埋
葬
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

前
橋
四
公
の
城
下
町
を
歩
く

文
化
国
際
課 
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～
前
橋
藩
主
酒
井
雅
楽
頭
家
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酒井家歴史観光ガイド

　前橋学市民学芸員が❶八幡宮コース（熊
野神社～大蓮寺～妙安寺～八幡宮）と❷龍
海院・長昌寺コース（龍海院～厳島神社～長
昌寺～清光寺）を案内します。
日時＝❶11月１日㈰10時～12時❷11月15
日㈰10時～12時
対象＝一般、各コース先着20人
申し込み＝❶は９月23日㈬～10月７日㈬
❷は10月12日㈪～26日㈪に文化国際課
☎０２７‐８９８‐６９９２へ

龍海院
初市まつりのお焚き上げ
（前橋八幡宮）

前橋藩主酒井氏歴代墓地

消
費
者
の
豆
知
識

布
団
の
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

☎
０
２
７
‐
２
３
０
‐
１
７
５
５

事
例　
「
布
団
の
点
検
で
」
と
業
者

が
訪
ね
て
き
ま
し
た
。
敷
布
団
を
勧

め
ら
れ
、
曖
昧
に
答
え
た
ら
業
者
が

和
室
に
布
団
を
敷
き
ま
し
た
。
20
万

円
を
請
求
さ
れ
、
高
額
な
の
で
最
初

は
断
り
ま
し
た
が
、「
敷
い
て
し
ま

っ
た
の
で
」
と
食
い
下
が
ら
れ
、
契

約
書
に
署
名
し
ま
し
た
。
布
団
を
使

用
し
た
ら
、
返
品
で
き
な
い
の
で
し

ょ
う
か
。

回
答　
契
約
書
を
受
け
取
っ
た
日
を

含
む
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
、
ク
ー
リ

ン
グ
オ
フ
が
で
き
ま
す
。
布
団
は
使

用
し
て
い
て
も
そ
の
ま
ま
返
せ
ば
よ

く
、
業
者
は
受
け
取
っ
た
代
金
を
返

金
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
業
者

が
布
団
の
点
検
や
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に

訪
問
し
て
く
る
度
に
、
次
々
と
契
約

を
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
高
齢
者
か

ら
の
相
談
も
あ
り
ま
す
。
お
か
し
い

な
と
思
っ
た
ら
、
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
広
瀬
川
に
架
か
る
石
川
橋
（
大
手
町

三
丁
目
、
平
和
町
一
丁
目
・
二
丁
目
）

を
昭
和
25
年
の
改
修
か
ら
70
年
ぶ
り
に

架
け
替
え
。平
成
30
年
８
月
に
着
工
し
、

本
年
７
月
末
に
竣
工
し
ま
し
た
。
旧
橋

は
大
正
４
年
に
架
設
さ
れ
た
本
市
で
最

初
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
で
す
。

当
時
の
趣
を
残
し
て

石
川
橋
の
架
け
替
え
が
完
了

市
街
地
整
備
課 
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旧石川橋の写真を探しています
　当時のイメージを再現するため、旧
石川橋の高欄が映った写真を探してい
ます。同橋には照明灯が設置されてい
た跡がありましたが、形状を確認できる
資料が残っていません。確認できる写
真を持っている人や
心当たりのある人は
市街地整備課へ知
らせてください。

今回の工事の特徴

旧橋の解体前には三次元レーザー測量によりデ
ジタルデータとして保存。

旧橋を保存す
るため、親柱と

高欄は臨江閣とるな
ぱあくを結ぶトンネ
ル上部に原形のまま
移設。
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旧橋の雰囲気を踏襲した天然石の親柱と高欄
を設置。

４本の親柱に
刻まれた橋名

や河川名は市文化協
会書道部会長である
大井美津江さんが
揮
きごう
毫。　

1

2

広報まえばし　令和２年９月15日号 89 市役所　〒 371-8601 大手町二丁目 12-1　☎ 027-224-1111　　  027-224-3003FAX


